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小学生の説明的文章の理解レベルを深める読み指導の実践
―「ありの行列」の対話的読み授業の分析―

○住田裕子（広島大学大学院） 森 敏昭（広島大学）
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問題と目的

国語科の「読むこと」における深い文章理解と

は，文章のテキストベース（表層構造）の分析に

基づいて状況モデル（深層構造）を構成すること

であると考える。状況モデルは文章中に明記され

ない推論を必要とするような設問により測定され

る（深谷， ）。しかし，小学校の多くで用いら

れる単元テストにおける設問は，ほとんどがテキ

ストベースに基づくものであるため，深いレベル

の文章理解力が育成されているかを十分に把握で

きない状況にある。そこで本研究は，児童の文章

理解の深さを，教科書掲載の題材から作成した課

題を用いて調査し，その分析をもとに，児童の深

い文章理解を促す説明的文章の読み指導の実践の

在り方について検討することを目的とする。

方 法

調査内容

研究１では，小学３年生国語科の教科書に掲載

されている説明的文章教材「ありの行列」（光村図

書）より，調査問題（「全ての砂糖を運び終えた後，

ありの行列はどうなるでしょうか」）と文章理解レ

ベル表（ ）を作成し，小学３～６年生の児

童の文章理解レベルを測定・分析した。研究２で

は，図を活用して推論の明示化を図るための対話

的読み指導を行い，対話中の発話分析を行うとと

もに，研究１の結果と比較検討した。

調査対象者

広島県内の小学校７校の３年生 名，４年生

名，５年生 名，６年生 名の計 名。

授業実践は，３年生 クラスを対象に行った。

結果と考察

学年（３年生，４年生，５年生，６年生）を被

験者間要因とする１要因計画の分散分析を行った

結果，学年の効果は有意でなかった（ ＝

， ）。学年別の文章理解レベルの人数割合を

に示す。また，対話的読み指導の前後で

文章理解レベルに有意差があるかどうか検討する

ために平均値の差の検定を行ったところ，有意差

がみられた（ ＝ ， ）。対話後の児童

の文章理解レベルについて，研究１と研究２を比

較したものを に示す。研究２で行った授

業改善により文章理解レベルの向上に有意差が見

られるどうかを検討するために平均値の差の検定

を行ったところ，有意傾向にあった（ ＝ ，

）。

以上の結果から，小学３年生から６年生まで，

児童の文章理解レベルには学年差がなく，現在行

われている読み指導が児童の文章理解を十分に深

めるものではないことが示唆される。一方，文章

理解レベルを深める学習効果が示されたのは，小

グループによる対話的な協同的問題解決であった。

対話活動の後半に推論活動が増えたことから，協

同する他者が推論活動のモデルとしての役割を果

たしたと考えられる。
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不正確テキ
ストベース

文章の意味内容を正確に表していない
表象

（A)ありの行列は，砂糖がなくなって
もずっと続く。

テキスト
ベース

文章の意味内容の表象
（C)ありの行列は，砂糖がなくなれば
すぐに止む。

不十分状況
モデル

文章の表す状況に対して読み手が齟
齬のない程度に作った曖昧な表象

（B)ありの行列は，砂糖がなくなった
後，しばらくは続くがやがて止む。（理
由が不明，不十分，不適切）

状況モデル
テキスト情報が読み手の知識の中に統
合された状態，文章の表す状況に対す
る読み手の理解そのものの表象

（B)ありの行列は，砂糖がなくなった
後，しばらくは続くがやがて止む。（液
が蒸発する間は行列が続く）
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大学生のふれあい苦手意識とグループ活動との関連

○鈴木由美（聖徳大学） 稲田達也（豊岡短期大学）
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問題と目的

大学生の学生相談を行っていると「生きるのが

つらい」「毎日人に迷惑ばかりかけて，つらい」「自

分は大学で勉強してなんの役にたつのか」など自

分を否定的にとらえる学生が多くいる。これらの

学生が前向きに考えられるにはどうしたらいいの

だろうか。最近オキシトシンが不安を軽減すると

いわれている（ 岡田）オキシトシンは、精神

的な安らぎを与えるといわれる神経伝達物質のセ

ロトニン作動性ニューロンの働きを促進すること

でストレス反応を抑え、人と交わったりする社会

的行動への不安を減少させると考えられている。

オキシトシンを人に投与すると、他人に対する信

頼感を増加させるという報告があり、社会行動に

障害がある自閉症スペクトラムの子どもにオキシ

トシンを投与したところ、前頭前野の活動が増加

して症状の改善が見られたという報告もある。さ

らに、オキシトシンは、前頭前野、海馬、扁桃体

などに働きかけるホルモンとして、例えば、うつ

病に関わりの深い海馬の神経細胞の新生を促進さ

せることによって、うつ病を改善する可能性があ

ることも明らかになりつつある。ではオキシトシ

ンを分泌させるには，どのような方法があるのだ

ろうか。母子関係のスキンシップ，男女のスキン

シップ，家族団らん。友だち同士のスキンシップ

やふれあいなど，気持ちのふれあいが必要である

（ 有田）。そこで友だち同士のふれあいを行

いたいと考え，グループ活動終了時に「握手」を

試みた。しかし学生たちは「握手」が苦手である

とのこと，そこで本研究の目的はふれ合うことが

苦手な学生はグループ活動の自己主張・自己理解・

やる気・参加度に違いがあるのかを明らかにする

ことである。

方 法

対象者 大学の大学 年生から４年 名。授

業でのグループ活動後に質問紙調査を行った。

質問紙調査の中で，授業の最後に１回だけ行っ

た「握手」について，苦手・少し苦手・何も思わ

ない・握手はいい・握手はすごくいいの５件法で

回答を求めた。その結果，苦手・少し苦手 人，

握手はすごくいい 人，計 人を分析対象とし

た。学年は１年 人， 年 人， 年 人 年

人で性別は男子 人，女子 人であった。

倫理的配慮

インフォームド・コンセントを行い，本研究へ

の協力を求めた者を調査対象とした。質問紙の拒

否中断は可能であり，このことによる不利益が生

じないことを口頭で伝えた。

結果・考察

「握手」が苦手な理由には，大きくわけて つ

の意見があり，自分の手が汚いので，相手に悪い

（ 名），相手の手が汚いので，触りたくない（

名）人と触れ合うことが恥ずかしい（ 名）その

他には，手の触れ合う面が大きく緊張する・握手

することで自分を見透かされる・価値観が違うの

で嫌だ であった。授業のグループ活動は 課

題あった。各グループ活動後にグループ内で自分

の意見が言えたか，自己理解が進んだか，やる気

になったか，を５件法で回答を求めた。握手が苦

手群と握手はすごくいい群を独立変数，自己主張，

自己理解，やる気を従属変数としてｔ検定を行っ

た。すべてにおいて ％水準で，有意に握手が苦

手群の平均得点が低かった。授業の参加度を

点満点で評価したが，その結果には握手苦手群と

握手はすごくいい群には違いは見られなかった。

以上の結果よりふれ合うことが苦手な握手苦手群

は，握手することで他人を汚してしまうと考え，

グループ活動の中で，自分の意見を言ったり，グ

ループを通じての自分理解，やる気が低下してい

ることが明らかになった。

Table1 ふれ合い意識と各尺度（参加度）とのｔ検定

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 ｔ値

自己主張 **

自己理解 **

やる気 **

参加度

**p<.01

握手が苦手
（n=19)

握手はすごくいい
（n=30)
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